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電気通信大：共テ平均点ダウンの影響で前期は３年連続減少、後期は２年連続減少  期：-89 人 後期：-142 人 

 

COMMENT  ※(  )内の数値は志願者数の前年度対比指数 
大学全体では、231 人(94)のやや減少で２年連続減少、共通テストの平均点ダウンの影響で、2016 年度の改組以降最少の志

願者数だった。前期は情報理工の一括募集の１募集単位のみの募集だが、89人(94)のやや減少で３年連続減少、志願者数は２

年連続で 1,500 人を下回った。また、志願倍率は 4.2 倍→3.9 倍と 2016 年度の改組以降初めて４倍を下回った。後期 142 人

(94)はやや減少で２年連続減少、志願者数は２年連続で 2,500人を下回った。 

<後期日程> 
○情報理工(94)は、前年度に引き続き２段階選抜が実施され、不合格者は 337人だった。類別では、情報系の(I類)(107)がや

や増加。一方で、理工系の(III類)(80)が大幅減少、融合系の(II類)(94)はやや減少で、３類いずれも前年度と逆の増減。 
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